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1.1.既存施設を活用した放流方法について既存施設を活用した放流方法について

2.2.洪水時制限水位を越えた放流方式について洪水時制限水位を越えた放流方式について
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１．既存施設を活用した放流方法について１．既存施設を活用した放流方法について

～これまでの検討結果～～これまでの検討結果～
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3

①①天ヶ瀬ダム本体天ヶ瀬ダム本体

②②ダム建設時仮排水路ダム建設時仮排水路

③③天ヶ瀬発電所導水路天ヶ瀬発電所導水路

④④旧志津川発電所導水路旧志津川発電所導水路

⑤⑤宇治発電所導水路宇治発電所導水路

⑥⑥琵琶湖第１・第２疏水琵琶湖第１・第２疏水

天ヶ瀬ダム再開発に係る調査検討内容（基礎案抜粋）天ヶ瀬ダム再開発に係る調査検討内容（基礎案抜粋）

２）天ヶ瀬ダム放流能力増大方策として既存施設を２）天ヶ瀬ダム放流能力増大方策として既存施設を
活用した放流方法の検討を行う。活用した放流方法の検討を行う。

これまで有効な既存施設として、下記に示すこれまで有効な既存施設として、下記に示す66施設を対象施設を対象
に検討を進めてきました。に検討を進めてきました。
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既存施設位置模式図既存施設位置模式図

既存施設（発電所）
既存施設（用水路）
既存施設（ダム、堰）
渓谷部分

宇治川、桂川へ

⑤宇
治発
電所
用水
路

③天ヶ瀬発電所用水路

⑥琵
琶湖
第２疏

水用
水路

⑥琵琶
湖第１

疏水用
水路

天ヶ瀬発電所

宇治発電所

琵琶湖

瀬田川洗堰

鹿跳渓谷

京都京都

①天ヶ瀬ダム

琵琶湖

宇治川

瀬
田
川

②ダム建設時仮排水路

④旧志津川発電所用水路

旧志津川発電所
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①①天ヶ瀬ダム本体天ヶ瀬ダム本体

③③天ヶ瀬発電所導水路天ヶ瀬発電所導水路

既存施設を活用した放流能力増大方策既存施設を活用した放流能力増大方策((総括総括))

これまでの検討を踏まえ、天ヶ瀬ダムの放流能力増強に有これまでの検討を踏まえ、天ヶ瀬ダムの放流能力増強に有
効な既存施設としては、既に示している効な既存施設としては、既に示している①①天ヶ瀬ダム本体、天ヶ瀬ダム本体、③③
天ヶ瀬発電所導水路天ヶ瀬発電所導水路を活用する案を抽出しています。を活用する案を抽出しています。

①①天ヶ瀬ダム本体天ヶ瀬ダム本体

②②ダム建設時仮排水路ダム建設時仮排水路

③③天ヶ瀬発電所導水路天ヶ瀬発電所導水路

④④旧志津川発電所導水路旧志津川発電所導水路

⑤⑤宇治発電所導水路宇治発電所導水路

⑥⑥琵琶湖第１・第２疏水琵琶湖第１・第２疏水

現時点で有効活用が可能な施設現時点で有効活用が可能な施設
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①①天ヶ瀬ダム本体天ヶ瀬ダム本体

堤体応力状態の把握及び堤体削孔時の応力開放堤体応力状態の把握及び堤体削孔時の応力開放
を加味した堤体の安全性の検証を行った結果、堤を加味した堤体の安全性の検証を行った結果、堤
体の応力状態から得られた施工条件（気温、水温、体の応力状態から得られた施工条件（気温、水温、
貯水位、流入量等）を設定することにより、放流設貯水位、流入量等）を設定することにより、放流設
備増設は可能である。備増設は可能である。

アーチダムは、複雑な応力状態を示すため、更にアーチダムは、複雑な応力状態を示すため、更に
詳細な応力解析が必要であり、また、天ヶ瀬ダム詳細な応力解析が必要であり、また、天ヶ瀬ダム
の管理を行いながらの工事となるため、施工中のの管理を行いながらの工事となるため、施工中の
洪水対応及び非常時の危機管理について、今後も洪水対応及び非常時の危機管理について、今後も
継続して検討していきます。継続して検討していきます。
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既存施設の有効活用を図った上で、不足増強分を既存施設の有効活用を図った上で、不足増強分を
従来計画していた左岸トンネル式放流設備を縮小さ従来計画していた左岸トンネル式放流設備を縮小さ
せて確保する案の検討も進めていきます。せて確保する案の検討も進めていきます。

左岸トンネル式放流設備縮小案

8

２．洪水時制限水位を越えた放流方式について２．洪水時制限水位を越えた放流方式について
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放流能力の増大方法については、専門放流能力の増大方法については、専門
委員会で別途検討・審議されていますが、委員会で別途検討・審議されていますが、
洪水時制限水位を越えた放流方式洪水時制限水位を越えた放流方式等、実等、実
行可能なあらゆる増大方法について検討行可能なあらゆる増大方法について検討
されることを希望します。されることを希望します。

「淀川水系５ダムについての方針」に対する見解「淀川水系５ダムについての方針」に対する見解((抜粋抜粋))
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現況の天ヶ瀬ダムの放流設備配置状況現況の天ヶ瀬ダムの放流設備配置状況
非常用洪水吐

(クレストゲート)

常用洪水吐

(コンジットゲート)
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現況の放流設備で琵琶湖後期放流時に現況の放流設備で琵琶湖後期放流時に1,500m1,500m33//ss放流するため放流するため
には、には、制限水位制限水位EL72.0mEL72.0mより高くしてより高くして常用洪水吐と非常用洪水吐常用洪水吐と非常用洪水吐
から放流しなければから放流しなければ、、1,500m1,500m33//ss放流出来ません放流出来ません。。この状態では、この状態では、
放流放流調節が出来なくなります。調節が出来なくなります。

現況の天ヶ瀬ダムの放流能力現況の天ヶ瀬ダムの放流能力

58

63

68

73

78

600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000

放流量(m3/s)

貯
水
位
(m
)

コンジットゲート放流能力

クレストゲートを含む放流能力

常時満水位 78.5m

クレストゲート敷高 74.5m

洪水期制限水位 72.0m

約1000m3/s

約1500m3/s
約1800m3/s

貯水位77.4m
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琵琶湖流域　約3,800km
2

瀬田川洗堰

天ヶ瀬ダム流域

約3 5 2 km 2

天ヶ瀬ダム

このことを踏まえ、下記に示す条件で検討すると次のよこのことを踏まえ、下記に示す条件で検討すると次のよ
うになります。うになります。

（検討条件）（検討条件）

降雨：天ヶ瀬ダム流域降雨：天ヶ瀬ダム流域((約約352km352km22))でで

平均平均5mm/5mm/hh、平均、平均10mm/10mm/hhの雨が降り続いた場合の雨が降り続いた場合

河道条件：瀬田川改修後河道条件：瀬田川改修後

ダム放流能力：現況ダム放流能力：現況 ((貯水位貯水位EL77.4mEL77.4mで放流量で放流量1,500m1,500m33/s/s））

常用洪水吐と非常用洪水吐からの放流常用洪水吐と非常用洪水吐からの放流

((水位上昇による放流制御が不能水位上昇による放流制御が不能))
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天ヶ瀬ダム流域で天ヶ瀬ダム流域で5mm5mm程度の雨が降り続くと降り始めて程度の雨が降り続くと降り始めて
から直ぐにから直ぐに1,500m1,500m33/s/sを超え、下流塔の島地点で危険なを超え、下流塔の島地点で危険な
状態になります。また、約状態になります。また、約55時間後に時間後に貯水位が常時満水貯水位が常時満水
位に達し、洪水調節出来なくなります。位に達し、洪水調節出来なくなります。
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１時間後の放流量

約1,530m3/s
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瀬田川洗堰の全開放流から放流制限に要する時間瀬田川洗堰の全開放流から放流制限に要する時間

〔〔平成平成1717年年77月月99日日((土土))実績実績〕〕

情報収集

水位予測・操作検討

操作方針決定

各対策班への連絡

上流右岸徒歩巡視

上流左岸徒歩巡視

下流右岸徒歩巡視

下流左岸徒歩巡視

上流右岸警報車巡視

上流左岸警報車巡視

下流警報車巡視

操作方法の検討

体制の確保

ゲート点検

堰操作

制水ゲート開放

操作

警

報
・

巡
視

警報

巡

視

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

9:00 減量または継続の決定

操作開始30分前

約40分

ドン付

13:50

全開からドン付けへ

減量操作(本堰)

ドン付から220m3/sに

増量操作(パイパス水路)

ドン付後の増量からは下流巡視

ドン付後の増量からは下流巡視

左岸警報車は１巡した後、下流巡視

ドン付終了後、巡視終了

放流量

全開(約600m3/s)
放流量

ドン付(約150m3/s)

放流量

220m3/s

減量 増量

操作開始

 11:30
操作再開

 14:40

操作終了

 15:40

右岸警報車は１巡した後、左右岸巡視

小山川樋門 下流巡視

①①放流変更決定から堰操作開始までに要する時間：約放流変更決定から堰操作開始までに要する時間：約2.52.5時間時間

②②堰操作開始から終了までに要する時間：約堰操作開始から終了までに要する時間：約4.24.2時間時間
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さらに、天ヶ瀬ダム流域でさらに、天ヶ瀬ダム流域で10mm10mm程度の雨が続くと降り始程度の雨が続くと降り始
めてから約めてから約22時間後に貯水位が常時満水位に達し、洪水時間後に貯水位が常時満水位に達し、洪水
調節出来なくなります。約調節出来なくなります。約55時間後に設計洪水位時間後に設計洪水位EL79.5mEL79.5m
を超え、ダムが危険な状態になります。を超え、ダムが危険な状態になります。
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EL78.5m：約2.2h後

１時間後の放流量

約1,570m3/s

EL79.5m：約4.9h後
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そのため、琵琶湖後期放流時に安全にそのため、琵琶湖後期放流時に安全に1,500m1,500m33//ss放流放流
するために、するために、制限水位制限水位EL72.0mEL72.0mでの放流能力が必要となでの放流能力が必要とな
ります。ります。 再発後の天ヶ瀬ダムの放流能力再発後の天ヶ瀬ダムの放流能力

58

63

68

73

78

900 1,100 1,300 1,500 1,700 1,900 2,100 2,300 2,500

放流量(m
3
/s)

貯
水
位
(m
)

クレストゲートを含む放流能力

コンジットゲート放流能力

発電放流を考慮した場合
約1,500m

3
/s

洪水期制限水位 72.0m

常時満水位 78.5m

クレストゲート敷高 74.5m
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琵琶湖流域　約3,800km
2

瀬田川洗堰

天ヶ瀬ダム流域

約3 5 2 km 2

天ヶ瀬ダム

再開発後再開発後においてにおいて、下記に示す条件で検討すると次の、下記に示す条件で検討すると次の
ようになります。ようになります。

（検討条件）（検討条件）

降雨：降雨：天ヶ瀬ダム流域天ヶ瀬ダム流域((約約352km352km22))でで

平均平均5mm/5mm/hh、平均、平均10mm/10mm/hhの雨が降り続いた場合の雨が降り続いた場合

河道条件：瀬田川改修後河道条件：瀬田川改修後

ダム施設能力：増強後ダム施設能力：増強後（貯水位（貯水位EL72.0mEL72.0mで放流量で放流量1,500m1,500m33/s/s））

常用洪水吐からの放流常用洪水吐からの放流

(1,500m(1,500m33//ssに制御した放流が可能に制御した放流が可能))
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天ヶ瀬ダム流域で天ヶ瀬ダム流域で5mm5mm程度の雨が降り続くと降り始めて程度の雨が降り続くと降り始めて
から約から約99時間後に貯水位は常時満水位に達します。時間後に貯水位は常時満水位に達します。
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また、天ヶ瀬ダム流域でまた、天ヶ瀬ダム流域で10mm10mm程度の雨が降り続くと降り程度の雨が降り続くと降り
始めてから約始めてから約55時間後に貯水位は常時満水位に達します。時間後に貯水位は常時満水位に達します。
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＜参考資料＞＜参考資料＞

重大な支障になる「二山降雨」の発生事例重大な支障になる「二山降雨」の発生事例

～～昭和昭和4747年年77月洪水月洪水～～
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◇昭和47年7月洪水(実績)

①天ヶ瀬ダム流域平均雨量(流域平均総雨量：404mm)

データなし

②天ヶ瀬ダム放流量・流入量・貯水位

③琵琶湖流域平均雨量(流域平均総雨量：356mm)

④瀬田川洗堰放流量・琵琶湖水位（鳥居川）

データなし

洪水原因 T7206(台風6号)
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位
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)

洗堰放流量 琵琶湖水位

常時満水位EL+78.5m

制限水位EL+72.0m

最低水位EL+58.0m

7月10日　　　　　　7月11日　　　　　　7月12日　　　　　　7月13日　　　　　　7月14日　　　　　　7月15日　　　　　　7月16日　　　　　　7月17日

7月10日　　　　　　7月11日　　　　　　7月12日　　　　　　7月13日　　　　　　7月14日　　　　　　7月15日　　　　　　7月16日　　　　　　7月17日

7月10日　　　　　　7月11日　　　　　　7月12日　　　　　　7月13日　　　　　　7月14日　　　　　　7月15日　　　　　　7月16日　　　　　　7月17日
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流
域
平
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量
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)

7月10日　　　　　　7月11日　　　　　　7月12日　　　　　　7月13日　　　　　　7月14日　　　　　　7月15日　　　　　　7月16日　　　　　　7月17日

４門ドン付、６門全開８門全開＋２門全閉 全門全開

全門全閉 全門ドン付

８門ドン付＋２門全閉

放流量840m3/s

15日20:00

流入量1,047m3/s

15日20:00
貯水位EL+77.40m

11日9:00

流入量861m3/s

12日22:00

流入量983m3/s

14日6:00
貯水位EL+78.24m

12日18時以降、約840m3/s放流を継続

11日9:00
貯水位EL+73.61m

：貯水位上昇 ：貯水位降下

13日16:0011日19:00
15日20:00 16日0:30

16日3:30

221mm 50mm 68mm

146mm 154mm 84mm
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